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図７ KJ 法による工夫内容の分類 
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― 8 ― 
作する児童も見られ，安全基地において児童は
安全性や安心感だけではなく，それらとは異
なったものによって空間を形成していると考え
ることができる。 
床面の高さと構造の関係の分析において，児
童が主に柱を製作する技術によって高く不安定
な床面を製作する傾向があることから，技術的
に困難な構造の技術を獲得することによって，
高さを求める冒険心が助長された。そして，安
定性・安心感よりも非安定性・冒険心が勝るこ
とで，模型を垂直方向へ発展させ，その結果，
高い床面を製作すると考えることができる。 
つまり，児童は安全性という内的心理によっ
て空間を構成しているのではなく，建設技術と
いう外的な要因が空間を構成する児童の感性に
影響を与えたのである。 
一方で，事後アンケートの分析結果から，家
の模型とは異なり，建設技術を要さない屋外空
間において，外部からの影響を受けない様にす
るための手法が多く使われる傾向があることか
ら，技術的な問題によらず，児童は安全空間に
おいて生活空間と外部との【隔離性】を求めて
いると考えられる。 
これらのことを踏まえると，高い床面を製作
している児童においても，外部との繋がりを遮
断することにより安全空間を確保する意識は保
持されていると言える。 
したがって，小学校2年生児童は家の形状など
にみられる安全の意識は製作技術によって左右
される傾向があるが，生活空間と外部の空間と
の間に隔たりを設けることで安全空間を確保す
る意識は，外的要因によらず一貫している。ま
た，アイコンでの提案と事後アンケートの結果
から模型製作を通して生活空間に対する積極的
な提案能力を養うことを期待できる。 
 
3.2 課題 
本研究では【隔離性】は2年生児童において安
全空間を形成していくうえで外的要因による影
響に左右されないものとしたが，それが現代の
児童の生活環境によって育まれたものであるの
か，人間が本来持っている感覚であるのか考察
をしていく必要がある。そして，ワークショッ
プの方法において今回のワークショップでは，
部材同士の接合に苦戦し，思う通りの提案がで
きなかった児童が多く見受けられた。従って部
材の接合の仕方や構造面での知識を児童に教え
るかどうかによって大きく提案の結果が変わる
と考えられ，構造の知識の提示の仕方が今後の
課題となった。 
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